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【はじめに】
神田（2018）は、作業療法士と障害当事者の経験双方を持つ人数名

に対してインタビュー調査を行ったが、障害当事者としての経験を強みと
して捉え、療法に活かそうとする積極的な態度を持っていることが明らか
になった。また自身が障害当事者であり、作業療法士である山田（2017）
は、自身の当事者性は、臨床・研究・地域・社会、様々な場所で提案をで
きる自己指針になるものだとする。
障害を持った人の多くは、自身の障害に対して否定的な認識を持ち、

それが心の苦しみを生じさせるため、障害受容がリハビリテーションの目
標とされる。一方で障害に対する肯定的な価値変容の難しさも良く語ら
れる。
本研究では地域で暮らす障害当事者であり作業療法士（以下OTとす

る）である人は障害の肯定的側面を見出す地域に根差した作業的視点
を有するのでないかとの仮説の基、障害経験による作業の変容を地域
の暮らしに関わる作業に着目して明らかにし、作業の本質的理解を得る
ための一助とすることを目的とした。

【対象と方法】
対象：地域で暮らす障害当事者であるOT2名に対してインタビュー調査
を実施した。
インタビュー方法：インタビュー調査はインタビューガイドを用いつつ半
構成的面接法にて実施した。インタビューガイド内容は、①作業につい
て：発障前に行っていたが、発障後は行っていない・やめた作業、発障後
に行っている作業、変わらず継続している作業、②作業を通した人との
関係性について、③作業の環境について、④作業の意味について、であ
り、作業経験に着目しながらライフヒストリーを聴取した。
分析方法：音声データを逐語録化し、①作業、②人との関係性、③エピ
ソードや思いから、各事例のライフヒストリーを表にまとめ、文章化した。
倫理的配慮：研究実施にあたり聖隷クリストファー大学倫理委員会より
倫理的配慮についての承認を得てから研究を実施した（認証番号
19050）。

A氏のライフヒストリー
●A氏：40代、男性、結婚をし、2児の父親である。作業療法士として勤
務する傍ら、自身の障害経験についての講演活動や患者会活動を行っ
ている。
●A氏のライフヒストリーを年代別に作業、人との関係性、特記するエピ
ソードや思いにまとめた（表１）。
幼少時より下肢の軽度機能低下があり、歩行のしづらさがあった。症
状の出現は４、５歳時であった。幼少時は、自分と他者との身体の異な
りに気づき、自身を異物だと感じていた。その違和感は小学校時代も続
いた。小学生時代は、「誰かと一緒にいるよりも一人でやる方が気楽で、
一人の時間を大切に」過ごした。祖父は「最も近い存在」であり堤防で
拾った壊れた物を一緒に直す作業は「楽しかった」と語る。中高時代に
は様々な活動を率先して行った。「繋がることは心地よかったが、気持ち
は不安定であり、自分ができなくなったら切れていくのだろうと恐怖心が
常にあった」と言う。一方でこの頃まで「繋がることに煩わしさ」を感じて
度々友達との関係を自ら断ち切ることもしていた。OTになろうと思ったの
は、当時治療してもらっていた理学療法士からの勧めであり、「自分の
存在を肯定してくれて、君の経験が将来役に立つと思うと言葉をくれた」
ことから決意した。OT養成校時代に授業中に進行性の神経疾患の確定
診断を受ける。「今までの人生が嘘だったと言われた感じ」がし、自明性
が崩壊する感覚を受ける。その後休学をするが、岩手の祖母宅への一
人旅のなかで亡くなる直前の叔父を訪問したりし、「生き死にや人との
繋がりを考え直すきっかけ」になった。
シドニーで行われたパラリンピックの見学には祖父の資金提供や同級
生であり現在の妻から「現地で感じたことをきちんと持って帰ってきて」と
の言葉もあった。何万人が一体となる開会式を体感し、「自分の悩みの
小ささに気付いた」と言う。
その後現在までキャンプが中心的な能動的作業となるが、当初は友
人と行き、道具の準備、買い出し、料理まですべて自らが行い、「ありが
とう、すごく楽しかったよ」という労いや承認の言葉を期待していたが、現
在は妻や娘とキャンプに行っている。「お父さんの身体が動かなくなって
きたら、君たちがテント建ててお父さんをキャンプに連れていく側になる
んだよ」「お父さん動けなくなるから、キャンプ好きの旦那を捕まえてきて
ね」と話している。

【考察】
A氏、B氏のライフヒストリーの違いとして「重要な価値」に着目すると、A氏は自己の
肯定性であり、B氏は自身が楽しめるか否かであると考えられる。そのため作業も、A
氏は自己の肯定性を基盤とした作業の変容について、B氏は自身が楽しめ、さらに地
域の繋がりを創るための作業の組織化について語られていたと言える。

地域の暮らしに関わる作業とは、共感性をもつ他者としての作業的存在との無限大
な関係性を内包しているがゆえに、地域で暮らすその人の価値を起点として、意味や
機能、形態を自由に編成できる潜在可能性を有するものであることが示唆された。

B氏のライフヒストリー
●B氏：30代、女性。作業療法士として勤務していたが、神経難病を発症し、症状の進
行とともに重度障害となり、現在は介護を受けながら母親と暮らしている。NPO法人を
立ち上げ地域の活動をしている。
●B氏のライフヒストリーを年代別に作業、人との関係性、特記するエピソードや思い
にまとめた（表２）。
B氏は、小さい頃からスポーツやドライブをして人と過ごすことを楽しんでいた。OTと
して回復期リハビリテーション病院で働くようになった数年後、神経難病を発症し、人工
呼吸器を装着し、全介助となる。入院中、予後がある程度予想できたため、早々に在
宅生活の方法を考える。地域での暮らしで、駅改札の駅員が「お疲れ様」、コンビニス
トアの店員が「元気？」と声を掛けてくれる。「発症以前よりも地域の人との繋がりを強
く感じる」「自分を知る人が多いのは心強い」「色々な人が関わってくれる所が地域と感
じる」。
現在はNPO法人を立ち上げ、「障害のあるなしに関わらず誰でも参加できる運動会」
や「地域の店舗と協力し、店舗入り口に障害のある人への一言メッセージを書いたス
テッカーを張ることで店舗の思いを見える化し、声掛けをしやすい環境をつくる」等、地
域の様々なバックグラウンドを持つ人たちの垣根を越えた包括的な地域づくりを目指し
た地域交流の企画・実施をしている。
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